
 
 

図面番号

枚数－

工事名称

図面名称 仮設足場計画図　　　　／ 　 図面縮尺 　　１／１００　　　：　図面ｻｲｽﾞ　A 2平面図
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・本足場( W = 6 0 0 )最大積載荷重は2 0 0 K g /スパンとする。

・ブラケット足場最大積載荷重は1 5 0 K g /スパンとする。

・地盤の高低差は、ジャッキベースにて調整を 行う。

　特記事項

・足場の上下において上下作業の禁止とする。

・壁つなぎは、各階1 , 8 0 0以内に設置する。

　ネットブラケットを 使用し、水平ネットを 設置する。　

・物体の落下防止措置として、各階毎2スパン以内毎に

　ネットのたるみ・重なり部は、1スパン毎に 設置

・外部足場は全面、メッシュシ－ト張りとする。

　標識を設置し、墜落制止用器具の使用を入場者に徹底する。

・足場組立・解体時は先行手摺を使用し、躯体側に親綱も併用する。

・出入口上部に水平養生(コンパネ養生)を設置する。

・最下段養生金網( 3面)張りとする。

・足場板重ね部は番線2箇所以上で固定する。

・足場端部は妻手摺( H = 4 7 5 - 9 5 0 )を 2段取り付ける。

・足場からの落下防止措置として、外側先行手摺

　内側手摺( H = 9 5 0 )・中桟手摺( H = 4 7 5 )を 設置する。

・床材と建地の隙間は1 2 c m未満とする。

・床材と床材の隙間を3 c m以下とする。

・ブラケット足場の床板は4 0 c mを確保し、設置困難な部位は

　全体設置: W 1 . 8×H 3 . 1  以内の設置とする。

・　　は、壁つなぎ位置を示す

・東側 既存フェンスに支柱が当たるため、

　ＧＬより高さ 1 , 5 8 0 m mよりハネ出し施工とする。

昇降階段出入口

 建地補強範囲  建地補強範囲 

 建地補強範囲 

敷地進入路

　　　　　　　　　　作成日　：　　　　　　　　／ 　　／ 　 　　　
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・本足場( W = 6 0 0 )最大積載荷重は2 0 0 K g /スパンとする。

・ブラケット足場最大積載荷重は1 5 0 K g /スパンとする。

・地盤の高低差は、ジャッキベースにて調整を 行う。

　特記事項

・足場の上下において上下作業の禁止とする。

・壁つなぎは、各階1 , 8 0 0以内に設置する。

　ネットブラケットを 使用し、水平ネットを 設置する。　

・物体の落下防止措置として、各階毎2スパン以内毎に

　ネットのたるみ・重なり部は、1スパン毎に 設置

・外部足場は全面、メッシュシ－ト張りとする。

　標識を設置し、墜落制止用器具の使用を入場者に徹底する。

・足場組立・解体時は先行手摺を使用し、躯体側に親綱も併用する。

・出入口上部に水平養生(コンパネ養生)を設置する。

・最下段養生金網( 3面)張りとする。

・足場板重ね部は番線2箇所以上で固定する。

・足場端部は妻手摺( H = 4 7 5 - 9 5 0 )を 2段取り付ける。

・足場からの落下防止措置として、外側先行手摺

　内側手摺( H = 9 5 0 )・中桟手摺( H = 4 7 5 )を 設置する。

・床材と建地の隙間は1 2 c m未満とする。

・床材と床材の隙間を3 c m以下とする。

・ブラケット足場の床板は4 0 c mを確保し、設置困難な部位は

　全体設置: W 1 . 8×H 3 . 1  以内の設置とする。

・　　は、壁つなぎ位置を示す

　1 , 5 8 0よりハネ出し施工とする。

・東側 既存フェンスに支柱が当たるため、
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凡　例

壁つ なぎ

S=1/200
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 ,1段目　　
　アサガオ

6  3 9 5

メッシュシート
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(可動式)
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先行手摺
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・本足場( W = 6 0 0 )最大積載荷重は2 0 0 K g /スパンとする。

・ブラケット足場最大積載荷重は1 5 0 K g /スパンとする。

・地盤の高低差は、ジャッキベースにて調整を 行う。

　特記事項

・足場の上下において上下作業の禁止とする。

・壁つなぎは、各階1 , 8 0 0以内に設置する。

　ネットブラケットを 使用し、水平ネットを 設置する。　

・物体の落下防止措置として、各階毎2スパン以内毎に

　ネットのたるみ・重なり部は、1スパン毎に 設置

・外部足場は全面、メッシュシ－ト張りとする。

　標識を設置し、墜落制止用器具の使用を入場者に徹底する。

・足場組立・解体時は先行手摺を使用し、躯体側に親綱も併用する。

・出入口上部に水平養生(コンパネ養生)を設置する。

・最下段養生金網( 3面)張りとする。

・足場板重ね部は番線2箇所以上で固定する。

・足場端部は妻手摺( H = 4 7 5 - 9 5 0 )を 2段取り付ける。

・足場からの落下防止措置として、外側先行手摺

　内側手摺( H = 9 5 0 )・中桟手摺( H = 4 7 5 )を 設置する。

・床材と建地の隙間は1 2 c m未満とする。

・床材と床材の隙間を3 c m以下とする。

・ブラケット足場の床板は4 0 c mを確保し、設置困難な部位は

　全体設置: W 1 . 8×H 3 . 1  以内の設置とする。

・　　は、壁つなぎ位置を示す
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・東側 既存フェンスに支柱が当たるため、

　ＧＬより高さ 1 , 5 8 0 m mよりハネ出し施工とする。
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7 , 5 0 0

ジャッキベース 鋼製敷盤

根がらみ

鋼製敷盤

根がらみ

ジャッキベース

補強材 ブラケット
ハネ出し

昇降階段

鋼製踏板

ブラケット

鋼製幅木

壁つなぎ

中桟手摺
内側

内側手摺

先行手摺
(据置型)

メッシュシート
(防炎Ⅱ類メッシュ)

メッシュシート
(防炎Ⅱ類メッシュ)

先行手摺
(据置型)

内側手摺

内側
中桟手摺

壁つなぎ

鋼製幅木

鋼製踏板

建地補強材

ブラケット

水平養生ネット

ネットブラケット
＋(可動式)

水平養生ネット

ネットブラケット

※バルコニ－部の　養生水平ネットは
　バルコニ－下端から30ｃｍ
　1 0ｃｍ以上ラップ

S=1/200Ａ-Ａ’断面図

養生金網

2,
32

0

2,
32

0

’Ａ

Ａ
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3 , 50 0 8, 00 0 6 ,0 00

2 8, 00 0

4, 50 0 6 ,0 0 0

1 2 3 4 5 6

3 2 , 1 0 0

2 , 0 2 3

 ,1段目　　
　アサガオ

6  3 9 5

昇降階段

6 0 0
6 0 0

4 5 09 0 0
6 0 0

4 5 0
6 0 0

4 5 0
6 0 0

9 0 0

9 0 0
6 0 0

1 1 , 2 5 0 1 1 , 8 5 01 , 8 0 0
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先行手摺
(据置型)

内側手摺

内側
中桟手摺

壁つなぎ

鋼製幅木

鋼製踏板

ブラケット

ブラケット
ハネ出し

落下防止

ブラケット
ハネ出し

メッシュシート
(防炎Ⅱ類メッシュ)

先行手摺
(据置型)

内側手摺

中桟手摺
内側

建　地
※バルコニ－部の　養生水平ネットは
　バルコニ－下端から30ｃｍ、1 0ｃｍ以上ラップ

水平養生ネット

ネットブラケット

水平養生ネット

ネットブラケット
＋(可動式)

水平養生ネット

ネットブラケット
＋(可動式)

※バルコニ－部の　養生水平ネットは
　バルコニ－下端から30ｃｍ、1 0ｃｍ以上ラップ

内側手摺

中桟手摺
内側

鋼製踏板

ブラケット

鋼製幅木

腕木材
( T- 09 W )

内側手摺

中桟手摺
内側

ブラケット
ハネ出し

ブラケット
ハネ出し

鋼製踏板

鋼製幅木

S=1/200Ｂ-Ｂ’断面図

養生金網 養生金網

根がらみ

ジャッキベース鋼製敷盤

ブラケット
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内側手摺

中桟手摺
内側

(可動式)＋
(可動式)＋

圧縮材

・本足場( W = 6 0 0 )最大積載荷重は2 0 0 K g /スパンとする。

・ブラケット足場最大積載荷重は1 5 0 K g /スパンとする。

・地盤の高低差は、ジャッキベースにて調整を 行う。

　特記事項

・足場の上下において上下作業の禁止とする。

・壁つなぎは、各階1 , 8 0 0以内に設置する。

　ネットブラケットを 使用し、水平ネットを 設置する。　

・物体の落下防止措置として、各階毎2スパン以内毎に

　ネットのたるみ・重なり部は、1スパン毎に 設置

・外部足場は全面、メッシュシ－ト張りとする。

　標識を設置し、墜落制止用器具の使用を入場者に徹底する。

・足場組立・解体時は先行手摺を使用し、躯体側に親綱も併用する。

・出入口上部に水平養生(コンパネ養生)を設置する。

・最下段養生金網( 3面)張りとする。

・足場板重ね部は番線2箇所以上で固定する。

・足場端部は妻手摺( H = 4 7 5 - 9 5 0 )を 2段取り付ける。

・足場からの落下防止措置として、外側先行手摺

　内側手摺( H = 9 5 0 )・中桟手摺( H = 4 7 5 )を 設置する。

・床材と建地の隙間は1 2 c m未満とする。

・床材と床材の隙間を3 c m以下とする。

・ブラケット足場の床板は4 0 c mを確保し、設置困難な部位は

　全体設置: W 1 . 8×H 3 . 1  以内の設置とする。

・　　は、壁つなぎ位置を示す

・東側 既存フェンスに支柱が当たるため、

　ＧＬより高さ 1 , 5 8 0 m mよりハネ出し施工とする。
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(据置型)
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鋼製幅木

水平養生ネット

ネットブラケット

鋼製踏板

建地補強材

ブラケット

水平養生ネット

ネットブラケット
＋(可動式)
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※バルコニ－部の　養生水平ネットは
　バルコニ－下端から30ｃｍ、10ｃｍ以上ラップ

※バルコニ－部の　養生水平ネットは
　バルコニ－下端から30ｃｍ、10ｃｍ以上ラップ
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中桟手摺
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(防炎Ⅱ類メッシュ)

先行手摺
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内側手摺

内側
中桟手摺
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鋼製幅木

水平養生ネット

ネットブラケット

鋼製踏板
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鋼製敷盤 ジャッキベース

根がらみ

ブラケット

鋼製踏板

建　地

水平養生ネット

ネットブラケット
＋(可動式)

鋼製幅木

壁つなぎ

中桟手摺
内側

内側手摺

先行手摺
(据置型)

メッシュシート
(防炎Ⅱ類メッシュ)

落下防止

9 , 1 5 0
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6 0 0

6 0 0
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1 5 06 0 0

6 0 0

※バルコニ－部の　養生水平ネットは
　バルコニ－下端から30ｃｍ
　1 0ｃｍ以上ラップ

ブラケット

2,
32

0

2,
32

0

1,
37

0

1,
45

0

1,
45

0

1,
45

0

1,
45

0

( W = 6 0 0 )

( W = 6 0 0 )

コンパネ養生

３スパン梁枠
ブラケット

ハネ出し

メッシュシート
(出入口部捲り上げ)

( W = 1 5 0 )

ブラケット
ハネ出し

( W = 6 0 0 )

ブラケット
ハネ出し

( W = 4 5 0 )

ブラケット
ハネ出し

( W = 9 0 0 )

( H W - 5 4 N )

メッシュシート
(防炎Ⅱ類メッシュ)

中桟手摺
内側

内側手摺

先行手摺
(据置型)

メッシュシート
(防炎Ⅱ類メッシュ)

壁つなぎ

鋼製幅木

鋼製踏板

中桟手摺
内側

内側手摺

鋼製踏板

先行手摺
(据置型)

ブラケット

 ,1段目　　
　アサガオ

6  3 9 5

開閉式床

ハシゴ

昇降階段
５層目～１７層目

昇降階段
１０階屋上～２１層目

3 , 50 08 ,0 0 06, 00 0

2 8, 00 0

4 ,5 006 , 00 0

123456

(可動式)＋ (可動式)＋

圧縮材

・本足場( W = 6 0 0 )最大積載荷重は2 0 0 K g /スパンとする。

・ブラケット足場最大積載荷重は1 5 0 K g /スパンとする。

・地盤の高低差は、ジャッキベースにて調整を 行う。

　特記事項

・足場の上下において上下作業の禁止とする。

・壁つなぎは、各階1 , 8 0 0以内に設置する。

　ネットブラケットを 使用し、水平ネットを 設置する。　

・物体の落下防止措置として、各階毎2スパン以内毎に

　ネットのたるみ・重なり部は、1スパン毎に 設置

・外部足場は全面、メッシュシ－ト張りとする。

　標識を設置し、墜落制止用器具の使用を入場者に徹底する。

・足場組立・解体時は先行手摺を使用し、躯体側に親綱も併用する。

・出入口上部に水平養生(コンパネ養生)を設置する。

・最下段養生金網( 3面)張りとする。

・足場板重ね部は番線2箇所以上で固定する。

・足場端部は妻手摺( H = 4 7 5 - 9 5 0 )を 2段取り付ける。

・足場からの落下防止措置として、外側先行手摺

　内側手摺( H = 9 5 0 )・中桟手摺( H = 4 7 5 )を 設置する。

・床材と建地の隙間は1 2 c m未満とする。

・床材と床材の隙間を3 c m以下とする。

・ブラケット足場の床板は4 0 c mを確保し、設置困難な部位は

　全体設置: W 1 . 8×H 3 . 1  以内の設置とする。

・　　は、壁つなぎ位置を示す

・東側 既存フェンスに支柱が当たるため、

　ＧＬより高さ 1 , 5 8 0 m mよりハネ出し施工とする。
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60 0

( M TK - 18 ～MT K- 0 6)

内側中桟手摺

47
5
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0

16
0

ＣＴ製アンカ－
( 埋込深さ5 5ｍ)

壁つなぎ
( SU S 製)

16
0

( 防炎Ⅱ類メッシュ)

メッシュシート

( BX - 18 ～BX -0 6 )

先行手摺

(T B -6 0 W～T B- 3 5)

ブラケット

( BK -A ～BK - E)

支　柱

( T -1 8 ～T -1 . 5)

内側手摺

( KS K -H V )

水平養生ネット

鋼製幅木 断面図

作業踏板
( F -4 0 18 ～F- 4 00 1. 5 )

1 50

躯 体

( TB - 60 W ～T B -3 5 )

ブラケット

( B X- 1 8～B X- 0 6)

先行手摺

( BK - A～B K- E )

支　柱

内側手摺

(防炎Ⅱ類メッシュ)

メッシュシート

49
4 00

49

3 0
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0

詳細図 １ ６／８

( T- 1 8～T -1 . 5)

根がらみ
(B K -A ～BK - E)

支　柱

ジャッキベース 妻側根がらみ
( P JB - 6)

( T -1 8 ～T - 1. 5 )

( T- 09 ～T- 0 6)

( S -1 2 )

鋼製敷盤

敷盤 拡大図

(M T K- 1 8～M TK - 06 )

内側中桟手摺

(B K -A ～BK - E)

支　柱

作業踏板
( F- 40 1 8～F -4 0 01 . 5)

( B X- 1 8～B X- 0 6)

先行手摺
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2 40
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5 5

( BK - A～B K- E )

支　柱

ブラケット
ネット

(可動式)
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養生ネット
水平

壁つなぎ
( SU S 製)

ＣＴ製アンカ－
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4 9
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アサガオ　詳細図　1/4 0

断面 詳細図　1 /40 コ－ナ－部 詳細図　1 /40 先行手摺　詳細図　1/ 40 脚部　詳細図 1/20

図面縮尺 　１/２０・４０　　：　図面ｻｲｽﾞ　A 2

2 , 0 2 3

(防炎Ⅱ類メッシュ)

メッシュシート

(B X -1 8 ～B X -0 6 )

先行手摺

( B K- A ～B K -E )

支　柱

壁つなぎ
(S U S製)

ブラケット
ネット

( 可動式)

( K SK - HV )

養生ネット
水平

防護棚 方杖

防護棚 主材

(M T K- 1 8～M TK - 06 )

内側中桟手摺

(T - 18 ～T- 1 .5 )

内側手摺
(ＦＺⅡ部材落下防止機材)

躯 体

躯 体

1 , 8 0 0 1 , 8 0 0 1 ,2 00

(B K -A ～BK - E)

支　柱

ハシゴ

タラップ
ハッチ式

開閉式蓋

作業踏板
(F - 40 18～F -4 0 01 . 5)

( BX- 1 8～B X- 0 6)

先行手摺

壁つなぎ 詳細図　1/4 0 ハッチ式タラップ 詳細図　1/40

層間ネット 詳細図 1 /40

( BL - 15 1 8N ～BL - 15 0 6N )

( H = 1 6 0 m m )
鋼製幅木

( BL - 15 1 8N ～BL - 15 0 6N )

( H = 1 6 0 m m )
鋼製幅木

壁つなぎ
( SU S 製)

( K SK - HV )

水平養生ネット

(B L -1 5 18 N ～B L- 1 50 6 N)

( H = 1 6 0 m m )
鋼製幅木

壁つなぎ
(S U S製)

拡大図

拡大図

( B K- A～B K-E )

支　柱

※東側足場  1 層目～ 5層目設置

※壁つなぎ・層間ネット・幅木

※北側足場 H = 6 , 3 9 5 設置

ネットブラケット
(可動式)

躯 体

躯 体

　ネットブラケットを 使用し、水平ネットを 設置する。　

　ネットのたるみ・重なり部は、1スパン毎に 設置

・本足場( W = 6 0 0 )最大積載荷重は2 0 0 K g /スパンとする。

・ブラケット足場最大積載荷重は1 5 0 K g /スパンとする。

・地盤の高低差は、ジャッキベースにて調整を 行う。

　特記事項

・足場の上下において上下作業の禁止とする。

・壁つなぎは、各階1 , 8 0 0以内に設置する。

・物体の落下防止措置として、各階毎2スパン以内毎に

・外部足場は全面、メッシュシ－ト張りとする。

　標識を設置し、墜落制止用器具の使用を入場者に徹底する。

・足場組立・解体時は先行手摺を使用し、躯体側に親綱も併用する。

・出入口上部に水平養生(コンパネ養生)を設置する。

・最下段養生金網( 3面)張りとする。

・足場板重ね部は番線2箇所以上で固定する。

・足場端部は妻手摺( H = 4 7 5 - 9 5 0 )を 2段取り付ける。

・足場からの落下防止措置として、外側先行手摺

　内側手摺( H = 9 5 0 )・中桟手摺( H = 4 7 5 )を 設置する。

・床材と建地の隙間は1 2 c m未満とする。

・床材と床材の隙間を3 c m以下とする。

・ブラケット足場の床板は4 0 c mを確保し、設置困難な部位は

・　　は、壁つなぎ位置を示す

　全体設置: W 1 . 8×H 3 . 1  以内の設置とする。

　　　　　　　　　　作成日　：　　　　　　　　／ 　　／ 　 　　　



 
 

図面番号

枚数－

工事名称

図面名称 仮設足場計画図　　　　／ 　

方　杖
(単管パイプ・クランプ緊結)

３スパン梁枠
(H W -5 4 N)

支　柱
(B K -A～BK - G)

( BK - A～B K- G )

支　柱

( B X- 1 8～B X- 0 6)

先行手摺

ジャッキベース
(P J B- 6 )

鋼製敷盤
(S - 12 )

コンパネ養生

建地補強材
(単管パイプ・クランプ緊結抱合)

ブラケット
ハネ出し

( H TB - 01 5 N)

( TB - 60 W ～T B -3 5)

ブラケット 壁つなぎ
(S U S製)

３スパン梁枠
( HW - 54 N )

建地補強材
(単管パイプ・クランプ緊結抱合)

　鋼製幅木
( BL - 15 1 8N ～BL - 15 0 6N )

作業踏板
( F -4 0 18 ～F- 4 00 1 .5 )

( 防炎Ⅱ類メッシュ)

メッシュシート

( BX - 18 ～BX - 06 )

先行手摺

内側手摺

作業踏板
(F - 24 1 8～F -2 4 01 . 5)

ブラケット
( HT B -6 0 WN )

ハネ出し

方　杖
(単管パイプ・クランプ緊結)

支　柱
( BK - A～B K- G )

躯 体

養生金網
(B G N- 1 8～B GN - 06 )

斜　材
( T ST - 18 C )

壁つなぎ
( S US 製)

作業踏板
(F - 40 1 8～F -4 0 01 . 5)

コ－ナ－部・梁枠部 詳細図　1 /40

3スパン梁枠 詳細図　1/ 40

図面縮尺 　　　１/４０　　　：　図面ｻｲｽﾞ　A 2

1 , 8 0 0

5 , 4 0 0

1 , 8 0 0 1 , 8 0 0

6 0 0 1 , 8 0 0

6 0 0

15 0 1 , 2 0 0

詳細図 2

( T- 1 8～T -1 . 5)

※壁つなぎ・層間ネット・幅木

※北側、西部

ハネ出し部建地補強断面 詳細図　1/4 0
※ 東　面

圧縮材
(A S -BⅡ)

圧縮ｼ ﾞ ｬ ｯ ｷ
壁当て

(A S J- 6 )

壁つなぎ

水平養生ネット
( KS K -H V )

(T - 18 ～T - 1. 5 )

上段手摺

( S US 製)

単管補強材
(単管パイプ・クランプ緊結)

ハネ出し
ブラケット

(H T B- 6 0W N )

先行手摺
( BX - 18 ～B X -0 6 )

作業踏板
( F -4 0 18 ～F- 40 0 1. 5 )

(T - 18 ～T - 1. 5 )

中桟手摺

ブラケット
(T B -6 0W )

ブラケット
( TB - 45 W )

ネットブラケット
(可動式)

ジャッキベース
( PJ B -6 )

( 防炎Ⅱ類メッシュ)

メッシュシート
支　柱
( B K- A～B K -G )

躯 体

鋼製敷盤
( S -1 2)

4 5 0 6 0 0

5 02 5 0

建地補強材
(単管パイプ・クランプ緊結抱合)

バルコニ－下部
①～③・④～⑥間　3層

バルコニ－下部
③～④間　1層

鋼製幅木
(B L -1 5 18 N ～B L -1 5 06 N )

2
2
0

1
,
4
2
5

1
,
9
0
0

9
,
5
0
0

9
,
5
0
0

敷
地
境
界
線

７／８

　ネットブラケットを 使用し、水平ネットを 設置する。　

　ネットのたるみ・重なり部は、1スパン毎に 設置

・本足場( W = 6 0 0 )最大積載荷重は2 0 0 K g /スパンとする。

・ブラケット足場最大積載荷重は1 5 0 K g /スパンとする。

・地盤の高低差は、ジャッキベースにて調整を 行う。

　特記事項

・足場の上下において上下作業の禁止とする。

・壁つなぎは、各階1 , 8 0 0以内に設置する。

・物体の落下防止措置として、各階毎2スパン以内毎に

・外部足場は全面、メッシュシ－ト張りとする。

　標識を設置し、墜落制止用器具の使用を入場者に徹底する。

・足場組立・解体時は先行手摺を使用し、躯体側に親綱も併用する。

・出入口上部に水平養生(コンパネ養生)を設置する。

・最下段養生金網( 3面)張りとする。

・足場板重ね部は番線2箇所以上で固定する。

・足場端部は妻手摺( H = 4 7 5 - 9 5 0 )を 2段取り付ける。

・足場からの落下防止措置として、外側先行手摺

　内側手摺( H = 9 5 0 )・中桟手摺( H = 4 7 5 )を 設置する。

・床材と建地の隙間は1 2 c m未満とする。

・床材と床材の隙間を3 c m以下とする。

・ブラケット足場の床板は4 0 c mを確保し、設置困難な部位は

・　　は、壁つなぎ位置を示す

　全体設置: W 1 . 8×H 3 . 1  以内の設置とする。

既
存
フ
ェ
ン
ス

1 , 8 0 01 , 8 0 0

5 , 4 0 0

1 , 8 0 0

6 0 0

6 0 0

15 0 1 , 2 0 0

1 , 8 0 0

1 , 2 0 0

　　　　　　　　　　作成日　：　　　　　　　　／ 　　／ 　 　　　



 
 

図面番号

枚数－

工事名称

図面名称 仮設足場計画図　　　　／ 　 ８／８詳細図 ３

Ｒ階昇降設備　詳細図　1/ 4 0

1 , 8 0 0 1 , 8 0 0 1 , 8 0 0 1 , 8 0 0

鋼製敷盤
(S - 12 )

ジャッキベース
( PJ B -6 )

支　柱
( B K- A～B K -G )

( K -1 8 C)

昇降階段

昇降手摺

ブラケット
ハネ出し

支　柱
( BK - D)

( H TB - 60 W N)

( T ST - 18 C )

昇降手摺
(T ST - 18 C )

( K -1 8 C)

昇降階段 昇降踊場
( F- 4 01 8 ～F - 40 0 1. 5 　
F- 2 41 8 ～F - 24 0 1. 5 )

昇降踊場
( F- 4 01 8 ～F -4 0 01 . 5　
F- 2 41 8 ～F -2 4 01 . 5)

中桟手摺
( T -1 8～T -1 . 5)

( T -1 8～T -1 . 5)

上段手摺

中桟手摺

上段手摺
( T- 1 2)

( T- 1 2)

図面縮尺 　　　１/４０　　　：　図面ｻｲｽﾞ　A 2

※1 6・1 7層

養生木板

1 , 8 0 0

昇降設備 詳細図 1/4 0

昇降設備 詳細図 1 /40

躯 体

渡り桟橋
(F -0 4 00 9×2 )

昇降階段

( T- 1 8～T -1 . 5)

　ベ－ス
ジャッキ

( PJ B -6 )

( B K- A ～B K -E )

支　柱

昇降階段
( K -1 8 C)

( T- 1 8～T- 1 .5 )

上段手摺
(釘止め)

養生木板

壁つなぎ
( S US 製)

昇降階段
(K - 09 D )

中桟手摺

( KB - 06 E)

昇降手摺
( T ST - 09 D )

9 0 06 0 06 0 0 6 0 0

③-④間　コ－ナ－部 詳細図　1/40

※③～④間

4
7
5

4
2
0

昇降手摺
(T S T- 18 C )

( K -1 8 C)

昇降階段

昇降手摺
(T ST - 18 C )

( B L- 1 51 8 N～B L- 1 50 6N )

( H = 1 6 0 m m )
鋼製幅木

作業踏板
(F - 40 1 8～F- 4 00 1 .5

F - 24 1 8～F -2 4 01 . 5)

(T -1 8 ～T - 1. 5 )

上段手摺

中桟手摺
(T -1 8 ～T - 1. 5 )

1
,
9
0
0

1
,
9
0
0

1
,
4
2
5

2
2
0

1
,
9
0
0

1
,
9
0
0

昇降階段
( K -1 8 C)

躯 体

昇降階段
(K - 18 C )

作業踏板
( F- 24 1 8～F -2 4 01 . 5)

( T B- 6 0W～TB - 35 )

ブラケット

内側手摺

4 0 0 40 0 40 02 4 0 24 0

30 2 7 232 7

外側鋼製幅木
(作業床隙間対策)( T B- 6 0W～TB - 35 )

ブラケット

躯 体

( BX - 18 ～BX - 06 ) ( 防炎Ⅱ類メッシュ)

メッシュシート

(T - 18 ～T- 1 .5 ) ( BL - 15 1 8N ～BL - 15 06 N )

( H = 1 6 0 m m )

鋼製幅木 壁つなぎ
( S US 製)

作業踏板
( F -4 0 18 ～F- 4 00 1 .5 )

先行手摺

6 0 06 0 0

躯 体

( BX - 18 ～BX - 06 )

先行手摺

ブラケット

ブラケット
ハネ出し

( HT B -4 5 WN )

(T B -6 0 W)

　ネットブラケットを 使用し、水平ネットを 設置する。　

　ネットのたるみ・重なり部は、1スパン毎に 設置

・本足場( W = 6 0 0 )最大積載荷重は2 0 0 K g /スパンとする。

・ブラケット足場最大積載荷重は1 5 0 K g /スパンとする。

・地盤の高低差は、ジャッキベースにて調整を 行う。

　特記事項

・足場の上下において上下作業の禁止とする。

・壁つなぎは、各階1 , 8 0 0以内に設置する。

・物体の落下防止措置として、各階毎2スパン以内毎に

・外部足場は全面、メッシュシ－ト張りとする。

　標識を設置し、墜落制止用器具の使用を入場者に徹底する。

・足場組立・解体時は先行手摺を使用し、躯体側に親綱も併用する。

・出入口上部に水平養生(コンパネ養生)を設置する。

・最下段養生金網( 3面)張りとする。

・足場板重ね部は番線2箇所以上で固定する。

・足場端部は妻手摺( H = 4 7 5 - 9 5 0 )を 2段取り付ける。

・足場からの落下防止措置として、外側先行手摺

　内側手摺( H = 9 5 0 )・中桟手摺( H = 4 7 5 )を 設置する。

・床材と建地の隙間は1 2 c m未満とする。

・床材と床材の隙間を3 c m以下とする。

・ブラケット足場の床板は4 0 c mを確保し、設置困難な部位は

・　　は、壁つなぎ位置を示す

　全体設置: W 1 . 8×H 3 . 1  以内の設置とする。

※通常部

( BL - 15 1 8N ～BL - 15 06 N )

( H = 1 6 0 m m )
鋼製幅木

( T -1 8～T -1 . 5)

中桟手摺

上段手摺
( T -1 8～T -1 . 5)

( B X- 1 8～B X- 0 6)

先行手摺

16
0

33
6

47
5

97
1

　　　　　　　　　　作成日　：　　　　　　　　／ 　　／ 　 　　　


